
編

集

後

記

◇

『
奈
良
史
学
』
第
十

一
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
本
号
に
は
、

本
学

で
史
学
講
読

(
日
本
史
中
世
)
を
担
当
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
下
坂
守
先
生
と
、
西
洋
史
特
殊
講
義

(
ラ
テ
ソ
ア
メ
リ
カ
史
)

を
担
当
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
真
鍋
周
三
先
生
の
両
非
常
勤
講
師

か
ら
、
論
稿
を
寄
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
な
お
、

菅
野
正
先
生
は
東
洋
近
現
代
史
担
当
、
鎌
田
道
隆
は
日
本
近
世
史

担
当

の
専
任
教
員
で
す
。

◇
今
年

は
、
奈
良
大
学
創
立
二
十
五
周
年
を
迎
え
、
全
学
あ
げ
て
盛

大
な

記
念
式
が
行
な
わ
れ
、
『
奈
良
大
学

二
十
五
年
史
』
も
発
刊

さ
れ
ま
し
た
。
史
学
科
は
創
立
以
来
の
学
科

で
す
の
で
、
史
学
科

も
二
十
五
年

の
歴
史
を
経
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
多
く
の
専
任

・

非
常
勤
の
先
生
方
や
卒
業
生
た
ち
の
研
鑓
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
す

る
次
第
で
す
。
創
立
二
十
五
年
を
期
し
て
と
い
う
べ
き
で
し
ょ
う

か
、
奈
良
大
学
大
学
院
が
開
設
さ
れ
、
文
学
研
究
科
で
は
、
史
学

科
と
文
化
財
学
科
共
同
に
よ

っ
て
、
文
化
財
史
料
学
専
攻
修
士
課

程
が
誕
生
し
ま
し
た
。
第

一
期
生
六
名
も
が
ん
ば

っ
て
お
り
ま
す
。

◇
編
集
作
業
真
最
中
の
平
成
五
年
十
二
月
初
旬
、
奈
良
大
学
山
陵
学

舎

の

一
帯
は
、
広
葉
樹
の
黄
葉
が
と
り
わ
け
美
し
く
、
す
ば
ら
し

い
景
観
が
学
問
的

な
雰
囲
気
を
盛
り

あ
げ
て
い
る
よ
う

に
も
思
え
ま
す
。

在
学
生
諸
君
の
な

お

一
層
の
勉
学

へ

の
取
り
く
み
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

(鎌

田
)

お知らせ

郵便振替の新処理システムの導入に
ともない,奈 良大学史学会の口座番

号が,平 成6年5月 から,次 のよう
にかわ ります。

奈

良

史

学

第
=

号

 一九
九
三
年
十
二
月
二
十

一
日
印
刷

一
九
九
三
年
十
二
月
二
十
五
日
発
行

奈
良
市
山
陵
町

一
五
〇
〇

(〒
六
三
一)

奈
良
大
学
文
学
部
内

発

行

者

奈

良

大

学

史

学

会

会

長

青

木

芳

夫

電
話

(O
茜
二
)
四
四
-

一
二
五

一
(代
)

振
替

大
阪

九
-

三

一
五
九
四
九
番

藝

林

美

術

版

社

一12a一
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